
食品に関するリスクコミュニケーション（大阪） 
-大豆イソフラボンを含む特定保健用食品の食品健康影響評価（案）に関する意見交換会- 

にご参加いただいた皆様へ 
平成 18 年 2 月 28 日 

内閣府食品安全委員会事務局 

 
本日は、お忙しい中、意見交換会へご参加いただきありがとうございます。今後のリスクコミュニケ

ーションをより実りある形で実施していくため、本日の意見交換会等に関するアンケートを実施してお

ります。以下の各設問についてご回答いただき、意見交換会終了後、受付に設置されている回収ボック

スにご提出いただきますようお願い申し上げます。 

 

問１． 本日の意見交換会についてお聞きします。以下の設問について、それぞれあてはまるものを選

んで番号を○で囲んでください。 
 

① 【参加手続き】参加手続きの方法はよかったですか。（１つに○） 

１．とてもよかった              ２．よかった 

３．あまりよくなかった            ４．全くよくなかった 
 

② 【意見交換会の進め方】本日の意見交換会の進め方に関する司会者からの説明はわかりやす

かったですか（開催趣旨、時間配分、意見交換の方法など）。（１つに○） 

１．とてもわかりやすかった          ２．わかりやすかった 

３．わかりにくかった             ４．全くわからなかった 
 

③ 【配付資料】大豆イソフラボンの安全性評価に関する考え方のポイント資料はわかりやすか

ったですか。（１つに○） 

１．とてもわかりやすかった          ２．わかりやすかった 

３．わかりにくかった             ４．全くわからなかった 
 

④ 【演者からの説明】演者からの説明はわかりやすかったですか。（１つに○） 

１．とてもわかりやすかった          ２．わかりやすかった 

３．わかりにくかった             ４．全くわからなかった 
 

⑤ 【演者からの説明】演者からの説明には、自分が知りたい内容が盛り込まれていましたか。 

（１つに○） 

１．ほぼ盛り込まれていた          ２．だいたい盛り込まれていた 

３．あまり盛り込まれていなかった      ４．全く盛り込まれていなかった 
 

⑥ 【パネルディスカッション】パネルディスカッションはわかりやすかったですか。（１つに○） 

１．とてもわかりやすかった          ２．わかりやすかった 

３．わかりにくかった             ４．全くわからなかった 
 

⑦ 【パネルディスカッション】パネルディスカッションには、自分が知りたい内容が盛り込ま

れていましたか。（１つに○） 

１．ほぼ盛り込まれていた          ２．だいたい盛り込まれていた 

３．あまり盛り込まれていなかった      ４．全く盛り込まれていなかった 
 

→ 次のページにお進みください。 
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⑧ 【会場との意見交換】自分の知りたい内容や伝えたい内容について、意見交換ができました

か。（１つに○） 

１．ほぼできた              ２．だいたいできた 

３．あまりできなかった          ４．全くできなかった  
 

⑨ 【会場との意見交換】コーディネーター（会場との意見交換のとりまとめ役）は、会場から

の質問や意見を十分に聞けていましたか。（１つに○） 

１．ほぼできた              ２．だいたいできた 

３．あまりできなかった          ４．全くできなかった  
 

⑩ 【全体を通じて】大豆イソフラボンを含む特定保健用食品の食品健康影響評価（案）に関す

る理解は深まりましたか。（１つに○） 

１．理解が深まった            ２．変化なし 

３．わからなくなった 
 

⑪ 【全体を通じて】消費者、事業者、生産者、研究者、行政などの関係者の立場や意見に関す

る理解は深まりましたか。（１つに○） 

１．理解が深まった            ２．変化なし 

３．わからなくなった 
 

⑫ 【全体を通じて】消費者、事業者、生産者、研究者、行政などの関係者への信頼感は深まり

ましたか。（１つに○） 

１．信頼感が深まった            ２．変化なし 

３．不信感が深まった 
 

⑬ 【全体を通じて】本日の意見交換会は、参加者が意見を述べる、もしくは、意見を交換する

場として十分機能していたと思いますか。（１つに○） 

１．そう思う              ２．ややそう思う 

３．あまりそう思わない         ４．全くそう思わない 
 

⑭ 【全体を通じて】本日の意見交換会は、食品安全行政の透明性を高める（行政の考えやその

取組の内容を明らかにする）場として有用だったと思いますか。（１つに○） 

１．そう思う              ２．ややそう思う 

３．あまりそう思わない         ４．全くそう思わない 
 

⑮ 【全体を通じて】本日得られた情報をどのような場面で活かしていきたいと思いますか。（あ

てはまるものすべてに○） 

１．自分自身の生活に役立てたい   ２．家族や知人に伝えたい 

３．職場の同僚に伝えたい      ４．社会一般に伝えたい（執筆や講演などによって） 
５．その他（具体的に：                         ） 

 

→ 次のページにお進みください。 
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問２． あなたご自身のことや食品の安全性に関するお考えについてお聞きします。以下の設問につい

て、それぞれあてはまるものを選んで番号を○で囲んでください。 
 

① 性別（１つに○） 

１．男性                 ２．女性 
 

② 年齢（１つに○） 

１．２０歳未満    ２．２０歳代    ３．３０歳代    ４．４０歳代 

５．５０歳代     ６．６０歳代    ７．７０歳以上 
 

③ 職業（複数該当する方は、主なもの 1つに○） 

１．消費者団体     ２．無職（主婦、学生等）      ３．生産者 

４．食品関連事業者（加工、流通、販売等）          ５．マスコミ関係者 

６．行政関係者      ７．研究・教育機関（食品関係） 

８．その他（具体的に：                  ） 
 

④ 食品安全に関する意見交換会への参加回数（１つに○） 

１．今回が初めて → ⑥へ     ２．２回目 → ⑤へ     ３．３回目 → ⑤へ    

４．４回目 → ⑤へ         ５．５回目以上 → ⑤へ    
 

⑤ ④で「２．２回目」～「５．５回目以上」のいずれかを選択された方にお伺いします。以前、

参加された意見交換会のテーマはどのようなものでしたか。また、それらの意見交換会で出

された意見について、その後、行政で十分な対応（意見の整理や政策への反映など）がなさ

れていると思いますか。 
 

⑤-1 以前、参加された意見交換会のテーマ（あてはまるものすべてに○） 

１．食品の安全性全般    ２．輸入食品              ３．残留農薬 

４．BSE（牛海綿状脳症）   ５．鳥インフルエンザ       ６．カドミウム 

７．メチル水銀        ８．その他（具体的に                  ） 
 

⑤-2 行政の対応について（意見の整理や政策への反映など）（1つに○）  
※複数回の意見交換会に参加された経験のある方は、総合的な印象をお答えください。 

１．十分対応している           ２．どちらかといえば対応している 

３．どちらかといえば対応していない    ４．まったく対応していない 
 

⑥ 「100％安全な食品はない」について、あなたはどう思われますか。 

１．強くそう思う       ２．ややそう思う 

３．あまりそう思わない    ４．全くそう思わない    ５．わからない 
 

最後に、意見交換会や本アンケートについて、ご意見や感想等がありましたら、ご自由にお書きください。 

 

 

◆◆◆ ご協力ありがとうございました ◆◆◆ 
意見交換会終了後、受付に設置されている回収ボックスに 

ご提出いただきますようお願い申し上げます。 
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